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　皆さまには、平素よりJA北海道信連をお引き立ていただき、誠にあ

りがとうございます。

　当会は昭和23年の設立以来、北海道農業の発展と農家経済の向上は

もとより、地域社会の繁栄に役立つ金融機関を目指し、JAグループの

一員として、会員JAと共に皆さまの信頼とニーズにお応えして参りま

した。

　本年度は、第13次中期経営計画「新時代“Do”プラン〜食と農、

地域の未来を切り拓く〜」の実践2年目になります。第29回JA北海道

大会で決議された、北海道550万人と共に創る「力強い農業」と「豊

かな魅力ある農村」の実現に向け、新たな時代においてもJAバンク北

海道が農業者・地域住民とともに発展していくよう、役職員一丸となっ

て中期経営計画に掲げた基本戦略の着実な実践に取組んで参ります。

今後とも一層のご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

　「JA北海道信連の現況2020」は当会の経営方針、業務内容、最近の

業績等についてご紹介するために作成したものであります。

　皆さまの当会に対するご理解をより一層深めていただければ幸いに

存じます。

　　令和2年7月

経営管理委員会会長　佐藤　　彰
代 表 理 事 理 事 長　安友　　薫　 
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当会は協同組合組織の農業専門金融機関として、会員JAとその構成員である
組合員の経営と生活の向上を図り、もって国民経済の健全な発展に寄与いた
します。
また、地域金融機関として、組合員等利用者のニーズに対してJAと一体となっ
て金融サービスを提供することにより、農業およびその関連産業の振興、地域
社会の活性化に貢献いたします。

経営理念

当会は昭和23年設立以来、JAと共に「北海道農業の発展と地域経済への貢献」
をモットーに、次の事項を基本として事業運営を行っております。

1．�組合員の経営と生活の向上および食料生産基地「北海道」の生産基盤充実へ
の寄与

2．JA信用事業機能強化に向けての支援
3．�地域社会の発展に寄与する農業関連産業・北海道経済を担う企業へのサービ
スの提供

JA北海道信連は、
「一人は万人のために、万人は一人のために」の精神に基づく、
会員・組合員そして地域の皆さまの金融サポーターです。

経営方針

JA北海道信連の基本姿勢Ｊ
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当会は中期経営計画「新時代“Do”プラン（2019年度〜2021年度）」を策定し、
農業者と地域住民から信頼され選ばれ続けるJAバンク北海道を長期ビジョンに、
以下の基本戦略の実践に取り組んでまいります。

1．�農業者に対する的確な資金供給（貸出）を通じ、地域における資金循環の活性
化への取り組みと、多様化・高度化する農業者ニーズの発掘と課題に適応する
総合的な金融サポート機能を提供し、金融仲介機能の十分な発揮を支援します。

2．�利用者に対する生活資金の供給（貸出）を通じ、地域における資金循環の活性化
への取り組みと、利用者ニーズに適応した金融サービスと、利用者の生涯設計に
資する最適な金融サービスの提供を通じ、利用者基盤の堅持・拡充を支援します。

3．�持続可能なJA事業運営の方向性を踏まえた個別JAに対するサポート機能を通
じ、地域利用者への金融機能を確保するとともに、JAバンクの永続的な発展
に資する強固で健全な事業運営態勢の確立に向け、積極的に支援します。

4．�会員JAへの安定還元という最大の責務を果たすため、農業関連団体への貸出
を基軸とした金融仲介機能の一層の発揮と的確なリスク管理のもとで、資金
運用方法の多様化による収益基盤の強化と財務基盤の安定化に取り組みます。

経営計画
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